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∙ 私からは、目次の1．第２四半期の実績と、2．通期の予想
を説明させて頂きます

∙ 3．のご参考資料は、のちほど、ご覧ください
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・ それでは、2015年3月期 第２四半期業績から説明します
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∙ グループ連結の業績概要です。
∙ 主要顧客の大手製造業では、景況に左右される事なく次
代を見据えた技術開発投資を持続されています。

∙ 引き続き、エンジニア派遣事業が業績をけん引し、連結の
売上高は前年同期比9.9％増収の393億円、営業利益は
37.3％増益の39億92百万円、となりました。

∙ なお、５月公表の期初予想との比較で、売上高は＋11億
円、営業利益と経常利益は＋約7億円、それぞれ上振れ
で着地しました。

∙ 続いて、特別損失の内容です。
∙ のちほど詳細に説明しますが、老朽化した大型研修施設
などの利用停止を決定し、約35億円の減損損失を計上し
ました。

∙ この結果、連結四半期純利益は1億94百万円となりました。
∙ ただし、中間配当は期初予想どおりとしました。利益配分
は、最後に説明します。
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∙ グループ・セグメント別の業績です。
∙ 連結売上高の９割超を占める派遣事業、特に中核のエン
ジニア派遣事業が業績をけん引しました。

∙ 上半期は、全てのセグメントで、前年同期比で増収増益と
なりました。
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∙ メイテック単体の業績概要です。
∙ 稼働人員数の増加などにより、売上高は前年同期比
9.0％増収の306億82百万円、営業利益は36.5％増益の
32億65百万円、となりました。

∙ なお、５月公表の期初予想との比較で、売上高は＋約9
億円、営業利益と経常利益は＋約6億円、それぞれ上振
れで着地しました。

∙ そして、約35億円の減損損失により、四半期純利益は前
年同期比90.1％減益の1億72百万円となりました。

∙ 上半期の稼働率は、前年同期比＋1.1％、期初予想比＋
0.7％の93.9％となりました。

∙ これは、今年４月入社の新卒エンジニア社員の客先業務
への配属が順調に進んだほか、既存のエンジニア社員も
配属が順調であったためです。
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∙ メイテックフィルダーズ単体の業績概要です。
∙ メイテック同様、稼働人員数の増加により、売上高は前年
同期比14.2％増収の57億53百万円、営業利益は38.8％
増益の4億86百万円、四半期純利益は36.6％増益の2億
97百万円、となりました。

∙ なお、５月公表の期初予想との比較で、売上高は＋約2.5
億円の上振れで着地しました。

∙ 上半期の稼働率は、前年同期比＋1.5％、期初予想比＋
3.0％の93.4％と高い水準になりました。

∙ これは、新卒入社エンジニアの早期配属が順調に実現で
きた結果です。
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∙ 半年前にもお示しした「無期雇用・正社員エンジニア派遣
事業の売上高・原価の概要」です。

∙ 上半期は、稼働率が前年同期と比べても高い水準に到
達し、エンジニア社員数も増員できた為、増収増益を確保
しました。
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∙ グループのエンジニア社員数の推移です。
∙ 積極的に増員を推進していますが、9月末のエンジニア社
員数は7,909名で、前年9月末比＋525名、増加率は＋
7.1％でした。

∙ グループのエンジニア社員数は、ようやく過去最高の水
準まで戻ってきました。

∙ 今後も、採用と退職防止を両立し、「技術力と人間力」を
あわせもつ「プロのエンジニア集団」を拡大して参ります
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∙ メイテック単体のエンジニア社員数の推移です。
∙ 上半期は、過去最高水準の社員数を維持しました。
∙ 9月末のエンジニア社員数は6,209名で、前年9月末比＋
358名、増加率は＋6.1％でした。

∙ 中期計画で掲げた2017年3月末のエンジニア社員数の目
標6,800名まで、あと約600名です。
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∙ メイテックフィルダーズ単体のエンジニア社員数の推移で
す。

∙ メイテックと同様、上半期は過去最高水準を維持しました。
∙ 9月末のエンジニア社員数は1,606名で、前年9月末比＋
163名、増加率は＋11.3％でした。

∙ 中期計画で掲げた2017年3月末のエンジニア社員数の目
標1,900名まで、あと約300名です。
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∙ 採用環境は、御存じの通り、大変厳しい状況ですが、「質を重視」
して取り組んでいます。

∙ まず、中途採用ですが、当年度のメイテック・メイテックフィルダー
ズ・２社合計の中途採用数を期初目標から▲40名下方修正し、
315名としました。

∙ 採用市場の意欲は、さらに上昇基調で、転職希望者の書類通過
数が対前年比で倍増、すなわち、採用基準の緩和が進み、とて
も厳しい環境と認識しています。

∙ メイテックグループでは、受注動向を見ながら、機械系・電気電
子系を中心に、稼働率の低下を招かないよう、円滑な配属を前
提にした採用基準を保持しています。

∙ 次に、来年４月入社の新卒採用ですが、求人企業数や募集人員
の増加など求人意欲の上昇に加えて、活動の早期化や強い地
元志向など、極めて厳しい環境でした。

∙ 応募者確保に苦戦しつつも、メイテックグループは採用基準の保
持を前提に活動してきました。

∙ 結果、内定者数は485名で、メイテックは期初目標比▲91名の未
達、しかし、メイテックフィルダーズは期初の目標数を確保しまし
た。

∙ なお、新聞記事によれば485名の水準は、日本企業全体で29番、
理工系では４番の規模です。
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∙ 稼働率の推移です。
∙ 左上のグラフで示した通り、これまでも稼働率が95％を超
えているとおおむね好調、と判断してきました。

∙ 稼働率は、メイテック、メイテックフィルダーズともに、今年
４月入社の新卒エンジニア社員の客先業務への配属が
順調に進んだ為、前年同期を上回っています。

14



∙ 稼働人員数の推移です。
∙ 「エンジニア社員数」掛ける「稼働率」の「お客さま先で業
務に従事する稼働人員数」は順調に伸長(しんちょう)して
います。

∙ 今後も継続して、エンジニアのキャリアアップにつながる
受注案件を獲得し、早期配属に努め、稼働人員数の着実
な伸長(しんちょう)を進めていきます。
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∙ 稼働時間の推移です。
∙ 稼働時間の0.1時間は売上高の約1％に該当しますので、
業績影響の大きい指標の一つですが、稼働時間は、お客
さま先の業務指示の結果なので、当社側でコントロール
は不可能です。

∙ なお、足元の状況は示した通りで、動向に変化は無く、メ
イテックの稼働時間は１日あたり8.8～9.0時間で安定的に
推移しています。
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∙ エンジニア派遣事業の単体売上高の増減内訳です。
∙ ここまでに説明してきた通り、メイテック、メイテックフィル
ダーズともに、増収の主な要因は「稼働人員数の増加」で
あり、その影響額は記載の通りです。
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∙ メイテックのお客さまの売り上げＴＯＰ10です。
∙ 順位に変動はありますが、ＴＯＰ10圏内に入るお客さまに大
きな変化は見られません。
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∙ 業種別の売上高推移です。
∙ 「自動車関連」の伸びが顕著でした。
∙ 「電気・電子機器」は前期比でわずかに減少した程度でし
た。
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∙ 月間新規受注動向の推移です。
∙ 月間350件を超える新規受注件数をいただければ堅調、
200件を下回る水準は危険な状態、と判断してきました。

∙ したがって、足元は製造業のお客さまが長い視点で技術
開発投資を進められている為、堅調が持続している、と認
識しています。
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∙ 減損処理に伴う特別損失の説明です。
∙ 大型研修施設などは築後17年～29年を経過しており、維
持費用の負担が重くなっています。

∙ また、エンジニア派遣事業での高い稼働率を背景に施設
の利用率は低水準で、今後も利用率の大幅な向上も見
込めない状況です。

∙ よって、維持費用負担の軽減および将来の費用増加リス
クの削減を図る為に、当該施設の利用停止を決定しまし
た。

∙ 当該施設は維持コストを確実に圧縮し、経費削減効果を
速やかに享受する為、更地化した上で売却する方針です。

∙ 多額の特別損失となりますが、中期計画の販管費見込み
との比較では、最大で年間：約２億円の負担軽減を見込
んでいます。
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∙ 今回の利用停止の決定によっても、エンジニアに対する
教育・研修の質・量ともに問題は生じない、と判断してい
ます。

∙ 今回の決定で、大型研修施設（テクノセンター）は２か所
に減少します。

∙ しかしながら、すでに大型施設を補完する地域密着型の
中規模教育研修施設（ＥＯセンター）を全国１２か所に設
置済みで、継続した運用に支障は生じない、と判断してい
ます。
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∙ 2015年3月期の修正後の業績予想です。
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∙ 堅調な受注環境が持続する前提で、エンジニア派遣事業
における主要指標を、足元の動向も踏まえて修正し、通
期の連結業績予想を修正しました。

∙ 新たな連結業績の予想ですが、売上高は前期比＋7.3％
の804億円、営業利益は前期比＋21.8％の85億円、経常
利益は前期比＋23.2%の86億円、当期純利益は先にお伝
えしていますように、約35億円の減損損失を反映し、前期
比▲14.4％の34億円の予想としました。
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∙ 新たな連結業績の予想と、５月に公表した期初予想との
比較です

∙ 通期の売上高は、期初予想比＋14億円で、上半期＋11
億円、下半期は＋3億円の予想です。

∙ 通期の営業利益は、期初予想比＋8億円で、上半期＋約
7億円、下半期は＋1億円の予想です。

∙ 期初予想比において、下半期の上振れ幅が上半期より
縮小するのは、稼働率が高い水準（上昇の余地が無い）
にある中、下半期にはエンジニア社員数の大きな増員が
見込めない為です。

∙ 通期の当期純利益は、期初予想比で▲15億円の下方修
正ですが、上半期では約▲18.5億円下振れたのに対して、
下半期は約＋3.5億円の上振れを見込んでいます。

∙ この下半期の純利益の上振れ幅が、営業利益の上振れ
幅と比較して拡大する要因は、所得拡大促進税制の適用
を見込んだ影響です
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∙ メイテック単体の新たな業績予想は、下段の主要指標を
前提に、売上高は前期比＋8.0％の636億円、営業利益は
前期比＋23.4％の71億円、当期純利益は前期比▲3.6％
の33億円、と予想しました。

∙ 稼働率（全体）は、前期比＋0.7％の95.4％を前提としまし
た。

27



∙ メイテック単体の新たな業績予想と、５月に公表した期初
予想との比較です。

∙ 通期の売上高は、期初予想比＋21億円で、上半期＋9億
円、下半期は＋12億円の予想です。

∙ なお、この通期の＋21億円、下半期の＋12億円には、子
会社のメイテックＣＡＥの吸収合併による影響を含んでお
り、その額は約7億円と試算しています。

∙ 次に、下段の主要指標です。
∙ 中途採用数の目標を下方修正しましたが、同時に通期の
退職率見通しも足元の動向を踏まえ、期初予想の5.0％
から4.3％へ▲0.7％下方修正しました。

∙ よって、今期末のエンジニア社員数の着地は、期初の社
内計画値と、大きなかい離は生じない見込みです。

∙ 通期の当期純利益は、期初予想比で▲11億円の下方修
正ですが、上半期で約▲19億円下振れたのに対して、下
半期は約＋8億円の上振れを予想しています。

∙ この下半期の純利益の上振れ幅の拡大は、税制優遇に
加え、子会社合併に伴う利益の影響を織り込んでいます。
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∙ メイテックフィルダーズの新たな業績予想は、下段の主要
指標を前提に、売上高は前期比＋10.0％で過去最高の
116.5億円、営業利益は前期比＋16.7％の10億円の大台、
当期純利益は前期比34.3％の6.5億円、としました。

∙ 通期の稼働率は前期比▲0.3％の94.9％を、下半期の稼
働率は前期比▲1.9％の96.4％を前提としました。

∙ 下半期の稼働率が、前年同期比で低下する見通しです
が、これは前年度の下半期の稼働率が上限に近い水準
へ達していた為で、決して今年度の悪化を見通したもの
では無いです。
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∙ メイテックフィルダーズの新たな業績予想と、５月に公表し
た期初予想との比較です。

∙ 通期の売上高は期初予想比＋2.5億円で、上半期＋2.5億
円、下半期は期初予想通りです。

∙ 期初予想比での上振れ幅が下半期で縮小するのは、す
でに稼働率が上限近くの水準にある中、下半期ではエン
ジニア社員数の大幅な増加を見込めない為です。

∙ 通期の稼働率は期初予想比＋1.6％、下半期の稼働率は
期初予想比＋0.2％を見込んでおり、期初の想定より業績
は順調に伸長する見通しです。
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∙ 2011年5月に改訂した「利益配分に関する基本方針」です。
∙ ポイントは、①総還元性向100％以内を原則、そして、②
業績連動型配当は連結当期純利益の50％以上、の2点
です。

31



∙ 通期の利益配分予想を修正します。
∙ 本年５月に公表した通り、当年度の利益配分は、基本方
針に則した総還元性向100％以内の「普通配当と自己株
式取得」に加えて、「創業40周年記念配当」を実施する予
定です。

∙ 通期の当期純利益予想を下方修正しましたが、
「連結当期純利益の50％以上の配当方針」を勘案し、
中間配当と期末配当予想、ともに修正しません。

∙ しかし、総還元性向100％以内の原則を勘案し、
通期の当期純利益予想の下方修正▲15億円に連動して、
自己株式取得予定額を24億円から9億円へ、
▲15億円の下方修正とさせて頂きます。
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∙ 最後に、利益配分の実績と予想です。
∙ 中間配当は期初に公表した予想の通り、１株当たり４４円
とします。

∙ 期末配当は、記念配当１０円を含め５７円の予想です。
∙ さきほど、説明した通り、自己株式取得は９億円に予想を
修正。

∙ 当期の利益配分は約４０億円を予定しています
∙ 当期純利益予想は前期比を下回りますが、利益配分は
結果的に、ほぼ水準の予定です。

∙ 私からの説明は以上です。
∙ ご清聴、ありがとうございました。
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